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研 究概要
1 . 病原性担子菌類の同定に関する研究
ヒ ト感 染 性真 正担 子 菌類 と し て ス エ ヒ ロ タ ケ
Scbiz op勿[!u m EO m m m eとネナガ ヒ ト ヨタケ Coprin us cz
'
,w o w
が知られて い るが, ア ミ ス ギタ ケ Pulnor u L m ykrius6こ
つ い て は未報告で ある . 我 々 は これまで に臨床検体よ
り分離され た真正担子菌38株 の 同定を握験した. う
ち33株 は S. EO m m u n Cで , 臨床骨髄株 は気菌糸が 発生
しな い 晩 発育が遅 い 株, 色素産生株な ど野生株に比
べ て 異常な株が多 い が. d 血ryo n-rrlO nOka ryozl m atingと
m o'10karyo n
- m o n okLTyO n rn a血 g に よ っ て 24株 を1核菌
糸侃 9株を2核菌糸体と同定 した. ま た, 2株 を交
配試験とIT S, Dl/D 2領域の 遺伝子解析を合わせ て P
o rE ulq riusの それぞ れを2核お よ び 1核菌糸体と同定し
た .
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2 . 新興其菌症原因菌の 蘭学的および生態学的研究
臨床サ イ ドからの 依掛二より, 人軌 特 に鳥類との共
通其菌症原因蘭 OcbroEO'Zi∫gq[IopG 甲a, Bi?0[G ris 乎iclfcnaな ど
を同定 した . 0･ gwl妙G ウ0 に つ い て は日本にお い て は病
巣外の分布生態は知られて い な い の で , 温泉水からの分
離を試みて い る. 現在2 ケ 所の 温泉水か ら分離されて い
る .
3 . 病原性 AQergiZIw お よび関連菌の分類学的研究
当セ ン タ ー に保存 されて い る 卑 ew
'
llu sPm如iw 釣
300株 の 同定を見直した . まず. R A P D解析で特異的
なパ タ ー ン を示すもの を中心に関連の テ レ オ モ ル フ で
ある Ncosu rtwya と あわせ て系耗解析を実施 した. さ ら
に SE Mで 分生子の 表面構造を詳細 に観察 し, 形態的
知見と分子 的知見の 相関性を検討 した . そ の 緒果. メ .
jhmigGEusに は. 形態的 およ び系統的 に 種 内多塑が 存
在し, そ れ らは相 関して い る こ とが 判明 した . ま た .
R A P D解析の 活用により, 未知 の 菌株を簡便 に選択し.
新菌種などの効率的な収集を実施中で ある .
4 . Ca ndi dG a]bica n sの 分子疫学
cq ndi
-
da GIbicG n Sの 分子疫学的考察を目的にセ ンタ ー 保
有株の お よそ 1000株に つ い て typingを行な っ た ･ 25S
rD N Aを利用 した5種額の typing に つ い て , 原産国凱
(日本. ブ ラ ジ ル , タ イ国) およ び分離源別 (剤嵐 皮
胤 口腔) の検討を行な っ た . その結果, 国別 で はタイ
国における ge notype B の 割合が 日本や ブ ラ ジ ル と比 べ
て高 い傾向を示 して い た . 分離源特有の 遺イ云子塾は見 い
だされなか っ たが. 分離源別の 此掛 こお い て もタイ国で
ge n otype B が優位で ある ことが確認された ･
一 方
.
ヒ ト
の 個人識別に利用されて い る マ イク ロ サ テ ライ トに類
似の構達が C. aLbiEa n Sに お い ても確認されて おり. こ の
繰り返し構造の 部分を標的にした typing で は さら に多
くの種類分けが可 能で ある ことが示唆された. こ の 方法
は. ヒ トと同様 に個体政則 (株識別) の 可能性を含み ,
その系 の確立 - 向けて 現在継続中である .
5 . マ イ コ トキ シ ン生産菌の 分類学的研究
食品衛生上重要な Tnhro mJCeS属 の 系統解析を実施 し
た . 全体的にみ て , 1996年に Yagu chi ef Gl･ が 捷喝 した
形艶 エ ビキ ノ ン系から みた本属の 分類体系の 安当性が
分子系統上から検証された . また . 種の 分類に重要な子
のう胞子の表面構造と系統とは 一 部相関して い た.
6 . Pre u血IIescbe ria boydiz
-
お よび関連菌の多相分塀 (環境
省プ ロ ジ ェ ク ト分担)
難分解性有機化合物の 分解能を有する R bサdz
'
z
'
(北大
秩) と関連蘭の 系統解析お よび形態の詳細な検討を実施
し. 種内多型の 可能性が示唆された. 北大株もしくは本
菌株を含む菌群とそれ以外の P bqydi
' を明確か つ 簡便に
認織できる方法の 開発 に つ なげた い .
7 . 各種兵営の分類 ･ 同定研究
韓乳患者の皮膚より分離された菌株を新種 cepbGZoLbeE0
♪ w oldtq と記載 し, Myc ologia に投稀中である ･ コ ス タ
リ カ土壌より分離 された蘭株を新種 Nc osLZ,ioワq 血kqddc
(佼名) と記載 した . 中国の 上顎洞炎息着か ら分離され
た菌株を TaZw o7nyEeS W OrL7 n a n niiと同定 した. 事故食品よ
り分離され た蘭株を pTo n seEa eO m O n OPho,u と同定した . 本
宮種は食品か らは初めて分離された .
8 . ヒ ト遺体 より分離された真菌の 分類 ･ 同定
滞協医科大学と共同で , 連体皮膚より分離した菌株を
E w otiLL 卿呼 en 5, 且 rubru mと. 別の 潰体の骨盤より分離し
た菌株を E. 呼 e7W. E. cbev ah
'
eri
_
と同定した. ヒ ト遺体に
生息する真菌デ ー タ の 蓄硬により. 遺体の 状況解析に役
立てた い .
9 , 海鳥の巣穴および周辺環境の其菌フ ロ ー ラ調査
山階鳥類研究所 と共同で , オ オ ミ ズナギ ドリの 生態
研究の 一 環として , その 生息地である御蔵島の巣穴およ
び周辺環境の 其菌フ ロ ー ラ の調査を行な っ た. 巣穴の 方
が , 周辺土壌よりも種類 ･ 数ともに多くの真菌が分離さ
れ. 中でも高温性の 真菌の分社額度が高か っ た . 日本新
産種と して n lw omyes cbu r n e usが分離された .
共同研究概要
1. ヨ ウ素樹脂混入壁材により室内環境を改善する試み
新日本改修建設株式会社との 共同研究で . 抗菌効果の
ある ヨ ウ素樹脂を混入した内装用の 壁材を開発し, 室内
浮遊微生物 へ の効果を検証した .
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其蘭叢に つ い て. 第 4国人と動物の共通感染症研究
会学術集会, 東京, 2004. ll. 6 .
36) 村田健棒, 佐野文子 , 亀井克彦, 西村和子: イ ヌ
における ヒ ス トプ ラ ズ マ 痘 (Histoplボ m O Sis) の
-
症例に つ い て . 第 28 回千葉県獣医学会 , 講演抄録
p･17, 2004･
学会等活動
1) 西村和子, 池田玲子 : 座長, ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン
7 . 第 48匝Ⅰ日 本医葉蘭学会総会, 横浜, 2004. 9 ,
25-26.
2) 西村和子, 価: 千葉其菌症研究会をヤ ン セ ン フ ァ ー
マ 株式会社と共催, 第9回千葦真菌症研究会学術講
演会, 千乗, 2 004. 6 .19.
教育活動
博士謙稜修了 . 博士号取得
阿布利孜 柏艶迭 (アプリ
､
ズ パ リダ) : 千葉大学医学研
究科博士後期課程修了ならび に医学博士取得 3. 16.
｢Dev elopm e nt ofrapid anda cc u r ateident血 ation 血 ethods
bas ed o n the ribo s o m alRN Age n eforpathoge nic fungi+
(1)ボ ソ ー ム R N A放任子に基づく痛庶其薗の迅速, 高
精度固定法の開発)(研究指導: 西村和子).
授業
西村和子: 千尊大学大学院医学研究科 (病床真菌系統 ･
化学 ｢ 病原因子学+｢其菌分類学 ･ 系統進化学+) 千葉
大学大学院自然科学研究科 ｢生物エ学+, ｢微生物管理
学+,｢ 其菌糸経論+.
西村和子: 千乗大学医学部4年次基礎配属実習2A.
西村和子: 医学部 (｢ 病原其蘭学+ 講義及び実習).
西村和子: 独協医科大学微生物学辞座 ｢病原真蘭の同定
検査+. 2004.12.13.
社会活動
新聞 ･ その他雑乾
1) 西村和子: 大学 V E人知を生かす カ ビ解析で会社
設立 千葉大発の 企業第1号. 日本産業新聞10面
2004. 3 .25.
2) 西村和子: パイオ ニ ア ウ ー マ ン 働く千葉の 女性た
ち1 研究室からビジネ ス 現場 ヘ . 日 本経済新開
2004. 8 .31.
セ ンタ ー 講習会
西村和子 , 矢口貴志, 田中玲子: 第18回病原其蘭講習会
辞師及び実習指導 (2004. 7 . 27 -30.) ｢病原其菌概論+
｢基本手技+ ｢ 酵母の 同定法+ ｢皮膚糸状菌･ 磯風蘭 ･
病原性黒色真菌+ ｢新興病凍其薗･ 輸入真菌症起炎菌+
｢病原性接合菌+.
知財活動
1) 遠藤成朗, 西村和子: ｢ 新規ポリ ヌ ク レオチ ド, そ
れを用 い た深在性輸入真菌症原因菌 ペ ニ シ リ ウ ム ▲
マ ル ネ ッ フ ェ イ (Pm z
'
{1
1
Giu 桁 m a r7ZeHei) の検出用 マ
-
カ
,
ブ ロ ー プ
,
プラ イ マ ー
, 検出法およ びキ ッ ト+
平成 16年6月 1 4El 出願番号: 特願 2004-197446
千葉大学 貴簡医学研究セ ン タ ー 報 告 等 8饗 2004 17
(出願者: 千葉大学).
2) 田中玲子: ｢ 除菌用内装塵構造及びその 形成方法+
平成16年10月12 日出原番号: 特顧2004-297 634
(出願者: 新日本改修建設株式会社).
外部資金
1) 西村和子(代表): 文萄科学省新世紀重点研究創生
プラ ン(R R2002) バ イ オリ ソ ー ス プ ロ ジ ェ クト ｢病
原微生物+, 平成14年度 - 平成22年度, 4,000万円
( 分担額300万円).
2) 西村和子(分担): 環境省平成16年度廃棄物処理等
科学研究費補助金 ｢バイオ技術を中心と した不法投
棄現場及び不適正最終処分場の 修復 ･ 再生 シ ス テ ム
の 開発+, 1 00万円.
3) 田中玲子 ( 代表) 西村和子: 基盤研究 (C). 病原
性酵母カ ン ジダ ･ ア ル ピカ ン ス の 分子疫学的研免
平成16 - 17年度, 240万円 (平成16年度分).
4)伊藤純子 (代表): 奨励研究 , 最重要日和見其菌で
あるカ ン ジダ属菌の 遺伝子型決定 59万円.
奨学寄付金
三菱化学ヤ ト ロ ン
,
5万円.
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